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1．は じ め に

　江戸時代 の 長崎 の 地図 を見 る とき ， そ の 中央付近

に 扇形 の 出島が見 え る 。 日本的な曲線 をし た こ の埋

立 地 には ， 土木技術者 で な くて も何か謎 め い た も の

を感 じ ， 形 に こ だわ りた くな る不思議 な魅力 が あ る 。

出島和蘭商館跡 と し て 大正 11年 （1922年）国指定 の

史跡 にな っ た が， 現在で は市街地 の 中に埋没 して 当

時の 姿を見る こ と が で きな い
。 現 在の 出島の 位置を

図一 1 に示 し た
。

　「出島」 は鎖国時代 の 我が国の 唯一
の 窓口 で あっ

た た め に膨大な研究が な され て い る が ， 出島の 埋 立

や維持 ・管理 等 の 技術史的視点か ら研究 され た もの

は ほ とん どな い 。 最近 ， 出島周辺 の発掘が行われ ，

出島の石垣 ， 食用 に し た動物の 骨 ， ガ ラ ス 類 ， 陶片

が多数発見 され ， 実証的 な新 た な研究 の 方向を見 せ

て い る
1）

。

　本報文で は ， まず江戸初期 の 「出島」 の 築造 と近
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図
一 1　 出島の 位置

代に おけ る 出島 の 内陸化 に つ い て ，そ の 歴史的経緯

に つ い て述 べ る 。 次に ， 最近調査 され た文献 1）， 9）

に基づ い て ， 出島 の 基礎地盤 の 地質 ・土質 ， 出島の

護岸石積みな どにつ い て 紹介 した い 。

2． 出島の築造

　元亀 2 年 （1571年）長崎 は ポ ル トガ ル 人 に よ り開

港 され る が ， 徳川幕府に な っ て か らも寡占的貿易 は

続 い て い た 。 し か し ， キ リ シ タ ン の 増加 に悩ん だ 幕

府は ， 寛永11年 （1634年）か ら 2 年 間か け て 「出島」

を海上 に築造 し， 寛永13年 （1636年）ポ ル ト ガル 人

を 出島に隔離し た 。 し か し ， こ の 年幕藩体制を揺が

す島原 の 乱 が発生する 。 幕府 はキ リ シ タ ン を根絶す

るた め に ， 寛永 16年 （1639年） ポ ル トガ ル と国交を

断絶 した 。
2 年間程出島 は空屋 に な る が ， 平戸 にあ

っ た オ ラ ン ダ商館 を寛永 18年 （1641 年） に長崎 の 出

島に移転させ た。 そ れ か ら ， 約 220 年間安政 5 年

（1858年）の 開港 ま で，出島は西欧 に 開か れ た唯
一

の

窓口 とな る。

　こ の 出島は ， 長崎の 有力町 人 25人 に よ り築造 され

た もの で ， 家 も蔵 も こ の 25人 が負担 した。 こ れ ら25

人 の 町人 を出島町人 と呼び ， オ ラ ン ダよ り支払わ せ

た銀 55貫 の 出島家賃銀 は ，
こ れ ら の 町人 に分配 され

た 。 出島の 構想 ，
工 事 の 詳細 ， 資材 の 調達な どの 技

術的な こ と は わ か っ て い な い 。出島が築造され た頃

の 絵図，寛永長崎 図が 口絵写真
一 62）

で あ る 。 出島

の 広 さを 「長崎実録大成 」
3）

に よ り見 る と ， 周囲の

長 さは次 の よ うにな っ て い る 。

　南側　118間 2 尺 7 寸 （約 232m ）

　北側 　 96間 4 尺 9寸 （約190m ）

　東側　 35間 4 尺 5寸 （約 70m ）

　西側　 35問 3 尺 8 寸 （約 70皿 ）
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N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報 文一2100

　

　

　

　

家

　

　

　

　

の

　

　

　

　｝
ム

　

　

　

　

庭

　

　

　

屋

所

門
門

僑
小

涼

　

　

島
畜

畠

水
袤

出
家

花

FGHIJ　

　

屋

　

　

部

　
ン

　

　

使
一
ル

纒

鱒
弼

ン…
堡

使
藷

掣
煽

タ

部

検
い

ろ

ピ

名
門

庫

庫

力

乙

水
倉

倉

ABCDE

部内の島出2｝
図

　出島の総坪数は 3969 坪 （15　387　m2 ） で ある 。 1

問 を 6 尺 5 寸 （1．9m ）で測 っ て い る。出島 の 中に あ

る道幅は 1 問半 （2．85m ）で あ る 。 出島の 石垣 の 高

さ は ， 水位の高 い とき は 2m もな か っ た よ うで あ る 。

　出島 の 内部は
， 図一 2 の よ うに な っ て い る。出島

橋 を渡 り表門を入 る と， 島内 の 中央で 交差 する町筋

が あ り， こ れ が出島を 4 等分 し て い る 。 西北部 に
，

カ ピ タ ン部屋 ， 検使部屋 ， イ蔵 　ロ 蔵 の 主要倉庫，

オ ラ ン ダ国旗な どがあ り， 外交 ・政治 ・貿易 の 核 と

な る地域 で あ る。東南部は
， 食料品 の 保存 ・供給地

で あ り， 倉庫 の 外 に菜園 ， 花畑 ， 家畜小 屋 な どが あ

っ た 。 出島は 長崎 の 町制度 で は 出島町 と し て ， 乙 名

・組頭が事務 の処理 を し た。島内に は ， 乙名や 出島

田
』
r 入戸斤右 の 言照鯒 針 魚 の 定 △五南羊 冫 舜盟紳 針 魚 L々の 91 甫事 の．　〆　　，Jノ　層　lJ 　　　一　Ht 脚S　L／U ！’J　ny 、　　‘　　η、　凸　宀．1　篠　　L−　HtlX 　IノコJ 冒φ　一；V 　　．　　　‘　僵凸T ，　　’

家 と蔵 が あ っ た 。

　寛政10年 3 月 （1798 年 4 月）出島に 火災が発生 し，

多 くの 建物が消失 し た 。 島内の建物 も鎖国時代に 変

化 し て い る。最近出島絵図 に関す る 集大成 ともい え

る 「出島図」
2）

（長崎市出島史跡整備審議会編） が刊

行 されて い る。 本章は主 に文献 4），5）を参考 に し

た 。

3． 長崎港の 埋立 と出島の 消滅

　 長崎 で は ， 江戸時代 の 中期 に は ， 築地や干拓 が盛

ん に行わ れ た。 こ の 時代の 地図で
， 出島に比較され

る もの と し て
， 薪蔵地 の 築造 があ る 。 図

一 3に江戸

後期 の 長崎の 地図
6）

を示 した が，出島 の 扇形 の 傍 ら

に ある方形の 埋立地が それ で あ る 。 元禄11年 （1698

年） 4 月 ， 22町が消失 する 火災が発生 し ， 多数 の 唐

船 の 土蔵や荷物が消失 し た。そ こ で ， 翌年蔵の 所有

者 で あ っ た33人 の 町人 が幕府 の 許可を得 て ， 海 中に

図一 3　 江戸時代後期の 長崎
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（a ）長崎港第 1期港湾改良 工 事 （明治25年長崎港精図）

新蔵地 を築造 し た 。 東西 70間 （約 137m ），南北50間

（約 98m ） の 方形 の 埋立 地で あ る 。

　鎖国が終 る時代を迎 え る 。 安政 5 年（1858年）， 目

米修 好通商条約を調印し た幕府は ， 翌安政 6 年す で

に開港 し て い た箱館 と共 に ， 新 たに神奈川 と長崎 を

開港 した 。 こ れ を受け て長崎で は大規模 な外国人居

留地 の建設が始 ま る 。 長 崎外国人居留地は ， 長崎の

南方 の 大浦 （雄浦）湾を埋 立て
， さ ら に東山手 と南

山手 を造成 する も の で あ っ た 。 大浦は ， 湾口 は約

180問 （約 353皿 ），奥行は約 140間 （約 275m ） の 三

角形 の 入江で あ る
7） 。万延元年 （1860 年）か ら文久

3年 （1863年） にか け て の 居留地 の 建設 で ， 合計

30659坪 （99　335　m2 ） の 埋 立地を造成 し た。こ の 工

事 は ， 江戸初期 ・中期 の 埋 立 と比 べ る と極 め て規模

の 大きい もの で あっ た 。 外国人居留地 に編入 し た順

序 を示 した地図を図
一 4 に示 した 。 上記 の 埋 立 の 坪

数 は ， （1）大浦海岸埋立 ， 〔5）下 1松海面埋立 ，   大浦

海岸 5 問築足 ，   梅ケ崎海面埋 立 を合計 し た もの で

あ る 。

　 明治時代に な っ て も，長崎 は依然 と し て 西 目本 の

中核都市で あ り， 近代的な港湾施設 の 建設 と市域の

拡大が推 し進 め られ た 。 明治時代に入 っ て 十分な港

の 管理 がな され なか っ たた め に
， 長崎港に流入す る

河川 か ら の 泥土 が堆積 し ， 港 の 機能 に支障 を来た し

て い た
。 そ こ で

， 明治 10年 （1877年）か ら明治26年

（1893年）にか け て，第 1期港湾改修工 事が実施 さ

れ た 。 こ の 工 事 は ， 図一 5（a ）の よ うに 中島川 を出

島 の 前面 に 迂 回 させ 変流 し，旧中島川 を埋 立 て出島

の 海側の 土砂 の 堆積を防 ぐた め の も の で あ っ た。こ

の とき初 め て 出島は陸続きとな っ た 。 こ の ときの 埋

立 地 は ， 4757 坪
8）

（15413m2 ）で あ る 。 しか し ， 数

年 も経ず して ， 港内の 土砂 の 堆積は 著 し くな り， 近

70

（b ）長崎港第 2 期港湾改良工 事 （明治40年長崎全 図）

　 　 　 　　 　 図
一 5　出島周辺 の 埋立

代的港湾施設 を建設 し，か つ 市域 を拡大す るため に，

明治 33年 （1900年）か ら明治 37年 （1904年）にか け

て 大規模な第 2 期港湾改修工 事 が行 われ た 。 港内の

浚渫 した土砂 で 出島の 海側 とそれ 以降港 とな る大波

止付近 ， さらに現在長崎駅 があ る一帯 の 大規模 な埋

立 が実施 され た
。 埋 立 の 内訳

8 ）
は ， 次 の よ うで あ る

。

　出島付近 22000 坪 （71280m2）

　大波止付近 （現大波止岸壁）14・OOO 坪（45300　m2 ）

　大里町 ・馬込付近 （現長崎駅
一

帯）61000坪

　 （327・240・m2 ）

　こ の 工 事にお け る出島付近 の 埋 立 の 状況を図
一 5

（b）に 示 し た 。 こ の 工 事 に よ り出島は 内陸化 し， 海

に浮ん だ扇形 の 姿は消滅 し た の で あ る。そ の 後，現

在に至 る ま で長崎は港 を埋立 て る こ とによ り狭 い 土

地 を拡大 し て きた。 し か し ， 第 2 期港湾改修工事の

埋立 が ， 現在 の 長崎 の 基本的 な骨格を形成 し て い る。

4．出島周辺 の 地質 ・土質

4， 1 長崎港周辺の地形 ・地質

出島は ， 現長崎察庁 な ど の あ る洪積段丘 の 南Vjl，

土 と基礎，39− 1（396）
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図一 6　出島周 辺 の 土層構成 の パ ネル ダイ ヤ グラ ム （文献 1）か ら引用）

また ， 現 中島川 の 河 口付近に位置 し て い る 。 中島川

は ， 長崎市街地 の 東側 に連 な る金比羅 山 ， 逢火 山 ，

彦山な ど に源 を発 し，長崎市街地 を貫流 し て 長崎港

に注 ぐ急流な 中小河川 で あ る。中島川 の 上流 の 両岸

は 急峻な地形 を呈 し，土砂 の 運搬作用 の 大 きい 河川

で あ る 。 長崎市は ほ とん どが標高300〜500m の 山地

か らな り， V 字谷やお ぼれ谷 が よ く発達 し て お り低

地 はわずか に長崎港周 辺 に見 られ る の み で あ る 。 周

辺 の 山地 の 地質
’2 ）

は ， 大部分 が新第三 紀か ら新生代

の 第四 紀に か け て の 旺 盛な火山活動に よ り噴出した

火山岩類で あ る 。周 辺 の 山地 で は ， 山麓部に安山岩

の 溶岩がみ られ る と こ ろ もある が，中腹 に は厚い 凝

灰角礫岩 が発達 し，山頂部は い ずれ も輝石安山岩で

構成 され て い る 。

　4．2　出島周辺 の土 質

　出島の 基礎地盤 の 土質 を ， 文献 1）， 9） に基づ い

て 紹介する 。 出島周辺 の ボー
リン グ結果 か ら作成 さ

れた地層構成 の パ ネル ダイ ヤ グラ ム を ，
ボ ーリ ン グ

位置図 と断面線 の 位置 図と ともに図一 6 に示す。出

島周辺 の 基盤岩 は ， 新生代第四 紀の 安山岩質凝灰角

礫岩 （Tb）で あ り， そ の 上位に ， 未固結 の 沖積層 が

最大 10m 程度 の 厚 さ で分布 し て い る 。 さ らに 地表部

に は ， 2 〜 5m の 層厚 で埋土 （B ）が行われ て い る 。

Tb 層上位の 沖積層 は層相 の 変化 が著 し い
。 中川

13）

January ，　1991

は 「海岸平野の 沖積層 の 基本的構成 は，下部 の 扇状

地礫層 ， 中部の 内湾底堆積物， 上部 の 河床 ・海浜 と

低湿地 の 堆積部よ りな る」 と して い る が ， 出島周辺

の 土層 も同様 の 構成 を示 し て い る。下部 ・上部砂礫

層 （Ag 　1，　 Ag2） は 海側 へ 薄 くな っ て い る 。 出島地

区 で は中部 の 貝殻片を混入す る 沖積 シ ル ト （Ac 、）

層は ，
DL − 3m 以深 に分布 し

， よ く連続 して い る

が ， 東西 ・南北方向と もに海側が厚 く陸側が薄 くな

っ て い る 。 また上部の 砂分 を混入 す る シ ル ト（Ac 　2）

層 は ，
DL − 3m 以浅 に分布 し， 南（海）側 と東 （陸）

側に 限 られ ， 層厚 も南東に 向か っ て 厚 くなる傾向が

み ら れ る （図一 6参照）。

　河 口付近に 分布す る シ ル ト （Ac 、，
　 Ac 　2）層 か ら

採取され た不攪乱試料 の 土 質試験結果 を表一 1 に示

す 。 砂分含有量 は 15 〜 20 ％ ぐらい が多 く， 自然含

水比 Wn は50〜70％ の 範囲 にあ る 。
　 Wn ＞ WI の 関係

に あ り， 乱れ に対 し鋭 敏なシ ル トであ る 。 表一 2に

は ， Ac　1 と Ac　2 の
一

軸圧縮強度 9u と N 値 が 自然

含水比 Wn ，湿 潤密度 Pt と とも に示 し て あ る
。
　 Ac 　1

は上位 の Ac 　2 に比 べ ，　 自然含水比 Wn が大 き く粘

土分 の多い 土で あ る こ と， また qca 値が大きい の は，

Ac1 層 の 圧密に よ る強 度増 を示 唆 し て い る 。
　 ACz

が ， Ac　1 に比 べ w 。 が 小 さ く Pt が大 きい の は ，砂

の 含有量 の 多さを反映 し て い る 。 qu値の ば らっ き の

71

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報文
一2100

表
一 1　 シ ル ト層 の 物理的性質

既， 目 範 酬 平 均

粒

度

礫　　分（貉）

砂　 　分（％ ）
，　．tT．1　 ／LtOA〆；v　 1

’
ノ JVO ノ

粘 土 分 （％ ）

自然含水比 ZVn （％）

比　 　電　 　 G
，

湿潤密度　，Ot（t／m3 ）

液性 限界　Zt，L （％）

塑性 限界　τVp （％）

0〜813
〜7019
−−459
〜48

　 50〜702

．57〜2．69
1．58〜1．73
　 30〜5Q

　 15〜3Q

2 〜415
〜2035
−−4525
〜35

　 約602

，60〜2，63
1，60〜1．70

　 約45

　 約20

（文 献 9）か ら引用 ）

表一2　 シ ル ト層 の 力学的性質

1下

蠍 矧
上
鰡

層

含 水 比 ze・n （％）

湿 潤 密 度 ρt（t／m3 ）

一
軸圧縮強度 qu （tf／m2 ）

N 値

55〜751

．55〜1．65

　 4 〜6
　 1 〜4

　 約50L65
〜L75

2．5〜4．5
　 0 〜5

（文献 9）か らf乍月見）

大 き さは 砂 の 混入 に よ る地層の 不均
一

性 を物語 っ て

い る
9）

。 また標準貫入試験結果か らは Ac　1，　Ac　2 と

もに N 値 0 〜 5 の範 囲の値 を示 し，

一
般 の 沖積粘土

と大差 が な い
。

　 出島 の 大部分 は概ね 砂お よび砂礫層 の 良好な地盤

上に造成され て い る が
， 先述 の シ ル ト層 の 分布か ら ，

海側特 に 東南部に向か うに伴 い 圧密沈下 と圧密に よ

る不 同沈下が ともに大 きか っ た こ とが推定で きる 。

　最 も不同沈下 の 少な い と推定され る出島西北部に

主要建造物 が配置 され ， 最 も不同沈下が大 きい と推

定 され る東南部が主 と して菜園，花畑に利用 され て

い た の は ， 西北部が水門 ， 正 門に近 い 地理 的な要因

が大き か ろ うが
， 土質工 学的に 見て も，土地利用 の

理 に か な っ て お り興味深 い （図一 2参照）。

　出島 の 埋立土 の調達は ， 現在長崎県庁 の あ る洪積

段丘 の 北部 か らとの 説
工゚ ）

と，外浦町方面か ら とする

説
19

があ る が ，
い ずれ も出典が明 らか で な く特定で

きて い な い 。

　 なお ， 埋 立土量 は ， 図
一 6 か ら埋 立平均層厚 を 4

m と見積 る と，
62　OOOm3 と推定 で きる 。

5． 出島の 護岸

　出島 の 発掘調査 の 際，検出 された石垣遺構 か ら，

出島 の 護岸用石材 ， 石組み に つ い て の 記述
1）

を箇条

書 きに し て ま とめ る と ， 次の よ うで あ る 。 石垣遺構

72

（a ）石 垣本体の 遺構の
一例

　 　　 　　 （b） 裏込 め石 の 遺構 の 一
例

写真
一 1　 出島護岸石垣遺構の

一例 （文献 1）か ら引用）

の
一

例 を写真一 1に示 す 。

　5．1 護岸用 石材の特徴

　 ・石垣本体 の 石材 の 大部分 は丸味を帯 びた輝石安

　　山岩，砂岩の 玉 石 か ら な る。

　 ・整形 の 跡は，ほ とん どみ られ ず，表面は風化が

　　進ん で い る 。

　 ・裏込 め 石 は人頭大か ら，
こ ぶ し大の砕石 が多 く

　　み られ ， 新鮮な輝石安山岩 の 岩塊 ， 岩片が多い
。

　 ・石垣本体 の石材の 出所 は ， 大部分海岸の 転石 。

　 ・裏込 め石材 の 出所は ， 長崎港周辺 の 輝石安山岩

　　の 分布地域 。

　 ・輝石 安山岩 ， 砂岩 ともに 長崎周辺 で 容易に入手

　　可能 。

5．2 護岸石組み の 特徴

　 ・護岸 の 構造様式は ， 当然そ の 当時唯
一

の 様式で

　　あ っ た重力式 ・捨石式 で あ る 。

土 と基礎，39− 1 （396）
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　 ・石 垣 本体 は 野面 石 （転石） を利用 し て お り ， 石

　　組み は間知積み技法注1）を とり入 れ て い る。

　 ・ 遺構 の成立 は ， 18世紀以降の 積み直 し遺構 と推

　　定 され る。

　
一

種 の 牢獄 の 性格を帯び る出島 の 護岸が
，

一見，

野面石 を雑然 と積 み上 げ て い る よ うな の に驚か され

る 。 18世紀以降 の 積み直し遺構で あ る こ とは ， 出島

が寛永 13年 （1936年）築造完成後 ，
18世紀以降に

，

全面 的に護岸 の 築造 をや り直さ ね ばな ら な い 程 の 被

災履歴 の あ っ た こ とを物語 っ て い る。また ， 部分的

な修築が随所 にみ られ る こ とか ら， そ の 後も ， た び

たび ， 護岸 の 部分的 な崩壊 ・欠損があっ たもの と思

わ れ る 。

6．お わ り に

一 出島の築造に 関す る技術的な 資料は非 常 に 少 な

い
1°）・

11）が ， 技術的 に見 た揚合 ， 江戸 時代 の 極 め て 重

要 な場所 で あ る た め に ， 解明 しな けれ ばな らな い こ

とは多い 。人工 島の築造の理 由，出島築造場所 の 必

然性 ， 扇形 に した理 由な ど に つ い て は ， 今後の 技術

的 な視点か らの 研究 に期待す る こ と は多 い
。 最近で

は ， 近世考古学的手 法 に よる発掘も行われ ， 実証的

な研究が進 め られ た結果 ， 貴重 な発見が 多 くな され

た 。 さ らに
， 地質的あ る い は 土質工 学的調査に よ り

，

出島周辺 の 基礎地盤 の 構造 があ る程度明確に な る に

従 っ て，出島の 揚所 の 必然性 の推定 も可能にな りっ

つ あ る 。 さ らに ， 出島 が扇形に な っ た理由に つ い て

は ， 施工 方法の 視点か ら， 江戸町側の 地形 に沿 っ て

埋立 て られ た こ とは予想 され る。 こ の よ うな問題 に

つ い て は ，
コ ン ピ ュ

ー
タ
ーに よ る施工 シ ミ ュ レ

ー
シ

ョ ン な ど を行 うこ と に よ り仮説 を検証す る こ と は可

能で あ ろ う。

　歴史的な資料 の 発掘がそれ ほ ど期待され な い 以上 ，

注1）　寛永年 聞以 降，民 間に 定着す る石 組み技 法の
一種で，間

　　 知とは加工面 の 有無 にか か わ らず石材の 規格 化を意味す

　 　 る 。

January ，1991
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現在 の 埋立 に 関す る 工 学的な知識を投入 して こ れ ら

の 問題 を分析 すれ ば，出島の 謎 に迫れ る こ とは 多 い 。

　 「出島」 の 埋 立 は ， 長崎 に とっ て 二 つ の 意味 を含

ん で い る 。

一
つ は 江戸幕府 の 成立期 にお け る出島の

築造 で あ る。そ し て ， もう
一

つ は近代国家の建設期

にお け る ， 近代港湾施 設 の た め の 出島周辺 の 埋 立 で

ある 。 長崎 は ， 時代 の 高揚期で ある節 目毎に海を埋

立 て て 都市 の 拡大 を図 っ て き た
。

　現在 ， 工 学 ・
都市計画的視点で 出島を見 る とき ，

築造に 関す る技術史的解明 と，都市 の 中 の 出島 をど

の よ うに保存 ・再生す るか が重要な課題 とな っ て い

る 。
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